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論文内容の要旨
本論文は， レーザー核融合用ターゲット製作技術を開発するため行なった実験的研究をまとめたもの
で，全体は 8 章で構成されている。
第 1 章は緒論であって， レーザー核融合研究におけるターゲット開発の重要性について述べ，本研究
の位置づけを明確にしている。
第 2 章では， レーザー核融合用ターゲットに要求される一般的特性および、材料についてまとめ，開発
すべき項目を述べている。
第 3 章はターゲットに用いる燃料容器の選別検査技術についてまとめたもので直径，密度による選別，
光干渉， X 線ラジオグラフによる検査法を開発した結果を詳細に記述している。
第 4 章では，プラズマ重合法，気相熱重合法をターゲットのアプレーターコーティングlζ適用し，必
要な性能を得るための条件を明確にしている。プラズマ重合法を応用した TaCHO プッシャーコーティ
ング，密度勾配をつけたコーティング法 iとより，コーティング膜の実効荷電数および密度の制御を可能
とした結果を与えている。
第 5 章では，ターゲット加工について述べ，パラフィンを用いたダブルシェルターゲット製作法と鋳
型によるプラスチックフォームダブルシェルターゲットの製作法を示している。前者では，外側プラス
チック，内側ガラス中空球のダブルシェルターゲット製作に成功している。組み立て，加工の誤差は 3
%以下であった。後者では，密度40 mg /cc の均質なフォームをパッチ法で加工し，量産の可能性を
示している白
第 6 章では，核融合燃料として重要な三重水素のターゲッ卜への充損，三重水素充填炉の開発，充填
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量の非破壊検査，三重水素充填燃料容器の取扱いについて述べている。ウランベッドによる三重水素の
貯蔵と高圧高温下で漏洩の少ない充填炉材料の開発を実施し，三重水素取扱いを可能にした成果を明ら
かにしている。
第 7 章はクライオ技術についてまとめたもので，実験では，直径 100μm のガ、ラス中空球に 100 気圧
の重水素を充填し，冷却することにより，厚さ 1μm の均一な液体燃料層を得ている。また理論計算に
より，均一な液層を得るための条件を明らかにしている。
第 8 章は結論であって 本研究で得た知見をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は， レーザー核融合用ターゲットの製作法を開発するため行った実験的研究をまとめたもので，
ベレット製作法，ベレッ卜検査方法，コーティング手法，マイクロバルーン加工，三重水素燃料技術に
関し，新しい技法を開発し，優れた結果を与えている。その主な成果は次の通りである。
(1) レーザー核融合ターゲットに用いるベレットの選別検査技術を確立した。即ち，形状，す法，密度
による選別の他，光干渉， X 線ラジオグラフによる検査法を開発し，ガラスマイクロバルーン，プラ
スチックバルーンを始め，種々のベレット検査取扱い法を定式化し，ターゲット技術の基本を完成し
Tこ。
(2) ターゲット表面のコーテイングは，その精度が厳しく，特殊な取扱いが要求されるが，プラズマ重
合法，気相熱重合法を研究し，必要な性能を実現したc 特に密度勾配をつけたコーティング法は新し
いターゲット設計を可能にしたものである。
(3) 2 重構造ターゲットを実現するため，きわめて巧妙なノマラフィン充損方式を考案し，外側殻をプラ
スチック，内側殻をガラスマイクロバルーンとし，核融合実験の要求を満足するターゲットを開発し
た。また鋳型によるプラスチック 2 重殻ターゲットの製作法を考案し，量産の可能性を与えた。
(4) 核融合燃料として重要な三重水素のターゲットへの充填方法について ウランベッドを用いた有力
な方式を発案し，漏洩の防止，充損量の非破壊検査を確立し，ターゲ、ット燃料の中心技術を完成させ
Tこ。
1.5) 固体水素燃料を使用するために極低温技術の適用を研究し，直径 100μm のガラスマイクロバルーン
の内部に 100 気圧の水素を充填し，厚さ 1μm の均一な液体燃料層を形成することに成功し，その実
験条件を確立した。
以上のように本論文は，核融合燃料ターゲットに必要な事項を詳細に検討し種々の技法を駆使して，
満足すべき成果を得ている。乙れらの知見は， レーザー核融合研究に寄与すると乙ろが大きい。よって
本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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